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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血液をデキストランの５～１０ｗ／ｖ％生理食塩水溶液と混合して６０～７５分静置す
ることにより血液を３層に分離せしめ、赤血球及び白血球を含有する上層を採取し、上層
を遠心分離して、沈澱した血球成分を取得し、これを低張液で３０秒程度処理した後高張
液を加えることを特徴とする抗菌性赤血球含有画分の製造法。
【請求項２】
　血液をデキストランの５～１０ｗ／ｖ％生理食塩水溶液と混合して６０～７５分静置す
ることにより血液を３層に分離せしめ、赤血球及び少量の白血球を含有する中間層を採取
することを特徴とする細菌増殖抑制性を有する、赤血球含有画分の製造法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は血液中の赤血球をそれぞれ機能の異なる画分に分離する方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、血球成分のうち赤血球については、酵素及び二酸化炭素の急速かつ大量運搬という
役割については知られているが、その他の機能についてはほとんど知られていない。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
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本発明は、血液中の血球の大部分を占める赤血球の新たな機能を見出すこと、及びその研
究のための材料として利用可能な赤血球の機能による分画方法を提供することを目的とす
る。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
そこで本発明者は血液中の赤血球をいくつかに分画するべく種々検討した結果、血液にデ
キストランを加えて一定時間放置すると血液が３層に分離し、当該３層に含まれる赤血球
は細菌に対してそれぞれ異なる作用をすることを見出し、本発明を完成するに至った。
【０００５】
　すなわち、本発明は、血液をデキストランの５～１０ｗ／ｖ％水溶液又は生理食塩水溶
液と混合して６０～７５分静置することにより血液を３層に分離せしめ、赤血球及び白血
球を含有する上層、赤血球及び少量の白血球を含有する中間層並びに赤血球を含有する下
層をそれぞれ採取し、上層については低張液で短時間処理した後高張液を加えることを特
徴とする血液を３種の赤血球含有画分に分画する方法を提供するものである。
【０００６】
　また、本発明は、血液をデキストランの５～１０ｗ／ｖ％水溶液又は生理食塩水溶液と
混合して６０～７５分静置することにより血液を３層に分離せしめ、赤血球及び白血球を
を含有する上層を採取し、低張液で短時間処理した後高張液を加えることを特徴とする抗
菌性赤血球含有画分の製造法を提供するものである。
【０００７】
　また、本発明は、血液をデキストランの５～１０ｗ／ｖ％水溶液又は生理食塩水溶液と
混合して６０～７５分静置することにより血液を３層に分離せしめ、赤血球及び少量の白
血球を含有する中間層を採取することを特徴とする細菌増殖抑制性赤血球含有画分の製造
法を提供するものである。
【０００８】
【発明の実施の形態】
本発明は、血液中の赤血球をそれぞれ異なる機能を有する３種の画分に分画するものであ
り、まず、本発明においては血液（全血）をデキストラン水溶液と混合する。ここで用い
られるデキストラン水溶液としては、デキストランの５～１０ｗ／ｖ％水溶液又は生理食
塩水溶液が好ましく、デキストランの５～１０ｗ／ｖ％生理食塩水溶液がより好ましく、
デキストランの５～８ｗ／ｖ％生理食塩水溶液が特に好ましい。また、血液に対するデキ
ストラン水溶液の添加量は、血液の１～２倍量、特に１．５倍量が好ましい。血液とデキ
ストラン水溶液の混液は、よく攪拌した後６０～７５分間静置すると、３層に分離する（
上層、中間層及び下層）。
【０００９】
上層をピペット等により分取し、低張液で短時間処理した後高張液を加えることにより、
抗菌活性を示す赤血球を含有する画分が得られる。より詳細には、上層を遠心分離等に付
すことにより血球成分を取得する。次いで、当該血球成分に低張液を加えて短時間後に高
張液を加えて、等張液とする。ここで、低張液としては、例えばサポニン水溶液が好まし
く、高張液としては低張液を等張にできるものであれば制限されない。血球成分を低張液
中におく時間は３０秒程度が好ましい。低張液処理時間が短すぎると、得られる赤血球の
抗菌性が発現せず、長すぎると溶血が進行しすぎ、赤血球が少なくなってしまう。
【００１０】
中間層及び下層は、それぞれピペット等で採取すればよい。
【００１１】
かくして得られた、３種の赤血球画分は、それぞれＲＰＭＩ－１６４０、ＭＥＭ、ＢＭＥ
、ハムＦ１２、ＭＣＤＢ１０４、ＭＣＤＢ１５３などの液体培地中に添加して、細菌に対
する作用の観察、その他各種の研究に利用することができる。前記低張液処理された上層
に細菌を接種して観察したところ、当該上層中には白血球も含まれているが白血球は何ら
細菌に対して作用せず、赤血球が細菌に対して攻撃し、抗菌作用を示すことが判明した。
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また、中間層に細菌を接種して観察したところ、細菌の増殖が有意に抑制された。一方、
下層についても同様の試験をしたが、この層には細菌に対する作用は認められなかった。
【００１２】
【実施例】
次に実施例を挙げて本発明を詳細に説明するが、本発明はこれに何ら限定されるものでは
ない。
【００１３】
実施例
健常人の新鮮血１０mlにデキストラン溶液〔デキストラン７０（東京化成製）７．０ｇを
１００ml生理食塩水に溶解した液〕１５mlを加え、ピペットでよく攪拌した後、６０～７
５分間静置した。血液は、上層、中間層、下層の３層に分離した。
【００１４】
上層を遠心分離して、沈澱した血球成分（赤血球及び白血球）を取得した。これに低張液
（ＲＬＢ，原宿クリニック製）３０mlを加え、３０秒後高張液（ＢＥＬＭＡＲ，原宿クリ
ニック製）１０mlを加えた。これを遠心分離に付し、血球成分を採取し、ＲＰＭＩ－１６
４０　３mlを加えた（サンプルＡ）。
【００１５】
中間層をピペットで４滴とり、これにＲＰＭＩ－１６４０　３mlを加えた（サンプルＢ）
。
【００１６】
下層をピペットで１滴とり、これにＲＰＭＩ－１６４０　３mlを加えた（サンプルＣ）。
【００１７】
試験例
サンプルＡ、Ｂ及びＣに緑膿菌をそれぞれ少量接種し、室温で５～６時間放置し、次いで
３７℃で５％ＣＯ2条件下にインキュベートした。その後、顕微鏡下にサンプルＡ、Ｂ及
びＣの細菌に対する作用を観察した。
【００１８】
サンプルＡ中には、赤血球の他に白血球が存在することが顕微鏡下でも確認された。また
、赤血球は、図１に示すように、種々の形態に変化することが観察された。インキュベー
ト約６時間後、サンプルＡ中の白血球は細菌に対して何ら積極的に作用せず、これに対し
赤血球又は変形赤血球が細菌に対して攻撃するような動きを見せ、細菌を動かなくさせる
様子が観察された。
【００１９】
サンプルＢ中にも赤血球の他に白血球が少量存在することが顕微鏡下で確認された。また
、赤血球の形態変化も観察された。インキュベート約６時間後、サンプルＢ中の細菌数は
、コントロール（ＲＰＭＩ－１６４０中の細菌数）に比べて有意に減少していた。
【００２０】
サンプルＣ中には、赤血球のみが存在することが顕微鏡下で確認された。また、赤血球の
形態変化も観察された。サンプルＣ中の細菌数は、コントロールと同等であった。
【００２１】
【発明の効果】
本発明によれば、赤血球を主成分とし、機能の異なる３種の血液画分に分離することがで
きる。これらの３種の画分は、抗菌性試験、その他の臨床検査等に応用可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明により得られた画分中の赤血球の形態変化を示す図である。
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